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今
月
中
の
閣
議
決
定
を
目
指

し
て
い
る
５
か
年
の
新
た
な
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
。
重
点

課
題
４
項
目
の
一
つ
に
「
大
規

模
災
害
に
備
え
た
対
応
力
強

化
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
漁
業
・
漁

村
に
壊
滅
的
な
被
害
が
発
生
し

た
こ
と
を
受
け
、
今
後
の
大
規

模
災
害
に
備
え
る
た
め
漁
業
地

域
の
安
全
対
策
を
進
め
る
と
と

も
に
、
早
期
復
旧
の
面
か
ら
も

ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を

組
み
合
わ
せ
た
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

目
指
す
成
果
目
標
（
ア
ウ
ト

カ
ム
）
は
、
平
成
３３
年
ま
で
に

「
地
震
・
津
波
に
対
す
る
防
災

機
能
の
強
化
対
策
が
講
じ
ら
れ

た
人
口
比
率
」
を
６０
％
（
２７
年

は
４８
％
）
に
引
き
上
げ
る
。
流

通
拠
点
漁
港
の
う
ち
、
「
災
害

発
生
時
に
お
け
る
水
産
業
の
早

期
回
復
体
制
が
構
築
さ
れ
た
漁

港
の
割
合
」（
現
在
は
０
％
）
を

５
年
間
で
お
お
む
ね
３０
％
、
１０

年
間
で
お
お
む
ね
８０
％
と
す
る

計
画
だ
。

ま
た
、
整
備
目
標
（
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
）
は
、
防
災
拠
点
漁
港

と
流
通
拠
点
漁
港
の
う
ち
「
地

震
・
津
波
に
対
す
る
主
要
施
設

の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
漁
港

の
割
合
」
を
同
様
に
５
年
間
で

３０
％
、
１０
年
間
で
８０
％
ま
で
引

き
上
げ
る
方
針
。
こ
の
た
め
に

必
要
な
事
業
量
と
し
て
、
防
災

機
能
強
化
の
た
め
の
整
備
地
区

数
は
３
０
０
地
区
、
流
通
拠
点

の
耐
震
・
耐
津
波
化
を
７０
漁

港
、
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

な
ど
の
策
定
漁
港
数
は
１
５
０

漁
港
が
必
要
と
試
算
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
各
地
で
の
取
り
組

み
が
始
ま
る
。

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

は
、
昨
年
に
案
を
取
り
ま
と
め

た
「
漁
業
地
域
に
お
け
る
水
産

物
の
生
産
・
流
通
に
関
す
る
Ｂ

Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
正
式

版
を
今
年
２
月
に
公
表
し
た
。

策
定
編
、
運
用
編
、
参
考
事
例

に
分
か
れ
て
お
り
、
現
場
で
使

い
勝
手
が
よ
く
な
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
る
。
特
に
運
用
編
の

内
容
を
拡
充
さ
せ
た
。

漁
業
地
域
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
試
験

的
に
千
葉
・
勝
浦
地
域
、
神
奈

川
・
三
崎
地
域
、
三
重
・
奈
屋

浦
地
域
の
３
地
区
で
モ
デ
ル
的

に
策
定
さ
れ
た
の
み
。
モ
デ
ル

地
区
以
外
で
の
策
定
は
ま
だ
ゼ

ロ
と
い
う
状
況
だ
。

長
期
計
画
で
は
全
国
の
流
通

拠
点
漁
港
１
５
０
で
計
画
を
立

て
る
目
標
を
定
め
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
時
期
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
発
表
し
た
。
た
だ
、

策
定
は
容
易
で
は
な
い
。

理
由
の
一
つ
が
関
係
者
の
多

さ
。
一
般
企
業
の
場
合
は
企
業

単
体
の
「
点
」
で
対
策
す
れ
ば

よ
い
が
、
漁
業
地
域
で
は
漁
業

者
、
漁
協
、
市
場
、
加
工
、
運

送
、
小
売
と
い
っ
た
生
産
か
ら

流
通
、
さ
ら
に
建
設
や
造
船
、

漁
具
、
給
油
、
餌
料
関
係
ま
で

多
く
の
業
者
や
人
が
関
わ
る
。

関
係
者
の
有
機
的
な
連
携
が
必

要
で
「
線
」
や
「
面
」
で
の
対

策
が
必
要
。
行
政
も
含
め
て
ど

こ
か
一
つ
が
欠
け
て
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
は
難
し
い
。

も
う
一
つ
が
地
域
ご
と
に
特

色
が
あ
る
こ
と
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策

定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
る
も
の

の
、
検
討
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
異
な
る
。
水
産
庁
で
は

２
月
の
漁
港
漁
場
関
係
事
業
担

当
者
会
議
で
初
公
開
さ
れ
た

が
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
重
要
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
ツ
ー
ル
の
一
つ
」（
水
産

庁
）
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ

る
た
め
だ
。

率
直
に
い
え
ば
、
実
態
に
即

し
た
完
璧
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す

る
こ
と
は
か
な
り
難
し
い
が
、

見
た
目
だ
け
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し

て
も
意
味
は
な
い
。
こ
の
た
め

「
ま
ず
は
話
し
合
う
こ
と
。
そ

の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
」

（
同
）
に
な
る
。
皆
で
集
ま
っ

て
議
論
を
し
、
意
思
疎
通
を
重

ね
つ
つ
問
題
意
識
を
共
有
す
る

こ
と
が
ス
タ
ー
ト
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は

そ
の
ス
テ
ッ
プ
の
最
後
で
、
道

筋
を
示
す
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
い
う
位
置
付
け
だ
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
漁
業
地
域
そ

の
も
の
の
信
用
力
に
も
関
わ
っ

て
く
る
。

発
災
後
の
動
き
ま
で
を
網
羅

し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
同
様
に
、
事
前

準
備
に
重
き
を
置
い
た
減
災
計

画
の
必
要
性
も
大
き
い
。
東
日

本
大
震
災
以
前
か
ら
減
災
計
画

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ
れ
て
い

た
が
、
震
災
の
教
訓
を
生
か
し

た
「
漁
業
地
域
の
減
災
計
画
マ

ニ
ュ
ア
ル

み
ん
な
で
つ
く
る

防
災
計
画
」
が
２４
年
３
月
に
発

表
さ
れ
て
い
る
。

細
か
な
紹
介
は
省
く
が
、「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
の
観
点
に

加
え
、
地
域
防
災
協
議
会
の
設

置
や
避
難
計
画
の
策
定
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
地
域
で

の
事
例
も
増
え
て
き
た
。

例
え
ば
沖
縄
・
渡
名
喜
漁
港

で
は
、
漁
港
を
利
用
す
る
漁
業

者
や
来
訪
者
を
対
象
に
漁
港
区

域
内
に
避
難
タ
ワ
ー
を
整
備
。

計
画
や
施
設
整
備
は
漁
港
管
理

者
の
沖
縄
県
が
手
掛
け
、
整
備

後
は
渡
名
喜
村
が
避
難
訓
練
を

行
う
な
ど
運
用
を
担
っ
て
い

る
。ま

た
、
神
奈
川
・
三
崎
漁
港

で
は
地
域
防
災
計
画
を
補
完
す

る
意
味
で
減
災
計
画
（
避
難
対

策
、
漂
流
対
策
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を

策
定
。
行
政
や
漁
協
、
自
治
会
、

そ
の
他
関
連
機
関
が
計
画
内
容

に
応
じ
て
体
制
の
構
築
（
分
科

会
の
設
置
）
を
行
っ
て
い
る
。

三
重
・
奈
屋
浦
で
は
海
上
か

ら
避
難
す
る
漁
業
者
を
対
象
に

海
上
避
難
マ
ッ
プ
を
策
定
し
、

海
上
か
ら
の
避
難
行
動
を
明
確

に
整
理
し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
は

漁
協
か
ら
の
呼
び
掛
け
に
よ

り
、
愛
知
工
業
大
学
と
鳥
羽
海

上
保
安
部
と
連
携
し
た
う
え
で

作
成
さ
れ
た
の
も
大
き
な
特

徴
。
マ
ッ
プ
は
漁
業
者
全
員
に

配
布
さ
れ
、
発
災
時
に
「
ど
の

よ
う
な
行
動
を
す
る
か
」
が
分

か
る
仕
組
み
だ
。

地
域
の
減
災
計
画
に
つ
い
て

も
浸
透
を
図
る
狙
い
で
、
水
産

庁
で
は
全
国
に
説
明
す
る
た
め

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
設
置
な
ど
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
同
じ
く
フ
ル
ス
ペ
ッ

ク
の
減
災
計
画
の
策
定
は
容
易

で
は
な
い
が
、
「
で
き
る
こ
と

か
ら
少
し
ず
つ
手
掛
け
る
」
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。

南海トラフ巨大地震やそれに伴う津波だけでなく、温暖化により大型低気圧の
多発や高潮といった自然災害の発生が懸念されている。わが国は約２９００の漁港と
その背後地に６３００の漁業地域を抱えており、事前準備段階での防災・減災をどの
ように進めていくかは大きな課題だ。９月１日は「防災の日」だが、３月１１日を「水
産防災の日」として、改めて漁業地域のあり方を考えたい。
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災
害
に
備
え
、被
災
地
を
応
援
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デ
ー
タ
で
み
る
復
旧･

復
興

（第３種郵便物認可）

海
洋
の
未
来
を
拓
く
た
め
に

国
立
大
学
法
人

防災・減災、必要な事前準備

来
年
度
ス
タ
ー
ト
漁
港
長
計

水
色
の
羽
根
募
金

漁
船
海
難
遺
児
に
愛
の
手
を

２
月
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

公
表

ま
ず
は

話
し
合
う
場

を

漁
業
地
域
の
減
災
計
画

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ

東日本大震災からの
水産の復旧・復興状況

（平成２９年３月）

２０１７（平成２９）年３月１０日（金曜日）３

「
い
ざ
」
に
備
え
る
準
備
が
重
要
だ


